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◇新型コロナウイルスによる長らくのマスク生活を経て，3 月
半ばより，マスクの着用は個人の判断が基本となりました．
3 年間の習慣とは恐ろしいもので，マスクなしの会話につい
躊躇してしまう今日この頃です．今年こそは多くの学術集会
がオンサイトで開催され，論議に花が咲くことを願って止み
ません．
◇今春は，全国的に花粉の飛散量が多いことが報告されていま
す．花粉の分析には，スライドガラスを花粉捕集器に設置
し，捕集した花粉を一定時間ごとに顕微鏡で観察する「ダー
ラム法」という古典的な手法が広く用いられています．一
方，近年では，捕集した花粉にレーザーを照射し，粒子の形
状や大きさを分析する機器も活用されているそうです．分析
技術の進歩が，私たちの日々の生活に影響を及ぼしているこ
とを実感します．
◇令和 5年度を迎えました．日頃より「ぶんせき」誌にご寄稿
をいただいている先生方に，この場をお借りして厚く御礼申
し上げます．今年度も皆様の変わらぬご愛読・ご協力をいた
だけますよう，よろしくお願いいたします．
 〔Y. Y.〕
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